
海外舞踊文献紹介

1995年以降に刊行された舞踊の理論的研究書の
一部を紹介する。

Francis Sparshott, A Measured Pace: Toward a 
Philosophical Understanding of the Arts of Dance, 
Toronto : University of Tronto Press, 1995

哲学者スパーショットによる二冊目の舞踊論 (一

冊 目は off the Ground: First Steps to a Philosophi
-cal Consideration of the Dance, Prinston: Prinston

University Press, 1988)。580ペ ージの大著だが, 

内容は独 自の説を展開するというより, 舞踊を理

論的あるいは哲学的に研究 しようとする者が抑 え

ておかねばならない論点を網羅的に紹介したもの。

第一部 「舞踊の種類」には分類の問題, コンテク

ス トによる分類, ミメーシス, 表現, 動 きの形式

原理, 解剖学, 単位 とシステム, リズム, 一と多, 

舞踊構成の様態の各章が, 第二部 「舞踊と関連分

野」 には舞踊 と音楽, 舞踊 と言語, 舞踊と演劇の

各章が, 第三部 「舞踊の諸相」には舞踊の価値, 

踊 り手と観客, 舞踊の学習, 舞踊 と振付, 舞踊の

アイデンティティ, 舞踊の記録の各章が含まれる。

各章はさらに細分化 されてさまざまの項目がたて

られ, さながら舞踊研究百科のおもむきがある。

Ellen W. Goellner & Jacqueline Shea Murphy 

(eds.), Bodies of the Text: Dance as Theory, 
Literature as Dance, New Brunswick, NJ : Rutgers 
University Press, 1995

ゲルナーはプリンス トン大学の, マーフィーは

バークレー大学の英文教員。 最新流行の文学理論

や文化研究の成果を舞踊研究に持ち込んだ論文を

集めて一冊にしたアンソロジー。編者らによれば

ダンスの稽古をしながら次のように考えたのがこ

の本の誕生のきっかけだったという。ジェンダー, 

セクシャリティ, 大衆文化などの研究は文学理論

を豊かにした し, 逆に文学理論(現 代思想)は そ

れらの問題の考察に大きな武器を与えているのに, 

なぜ文学研究者達は舞踊を問題にしようとしない

のか。舞踊の考察は文学理論を豊かにするに違い

ないし, また文学理論は舞踊研究に新 しい視点を

与えるはずだ, と。こうして現代的な問題意識に

立ちなが ら舞踊をテキス トとして扱う論文が集め

られたのだが, そのテーマはジェンダーあるいは

セクシャリティにからんでいるものが多い。寄稿

者の中にはジャック ・デリダの名前 もあるが, 多

くは実際にダンスを学んだ研究者である。

Helen Thomas, Dance, Modernity & Culture:
Explorations in the Sociology of Dance, London:
Routledge, 1995

 アメリカのモダンダンスの発生 と展開を社会学

的に考察した論考。舞踊を社会的文化的コンテク

ス トの中の一現象としてとらえ, 舞踊社会学の方

法論 を構築することを目指 している。そのケース

スタディとして, ロイ ・フラー, イサ ドラ ・ダン

カン, ルース ・セン ト・デニス らをとりあげるが, 

考察の大部分 はマ-サ ・グラハムに割かれている。

Mark Franko, Dancing Modernism/Performing 
Politics, Bloomington: Indiana University Press, 
1995

 ダンカンからグラハムをへてカニングハムに至

るアメリカのモダンダンスの歴史を, ニュー ・

アー ト・ヒス トリーやフェミニズムの成果を応用

して再考する。フランコの関心は舞踊 と政治 との

関係 にある。たとえば, ダンカンやグラハムのモ

ダンダンスを単に表現主義 というのではなく, そ

の表現が性や階級の問題にどのような意義をもっ

ていたかを探 る。またモダニズムの内にあった政

治的急進主義(グ リーンバーグのモダニズム芸術

理論が トロツキーらの政治理論 と関連があったこ

とは知られている)の 舞踊への影響を調べる。さ

らに現代のエイズの問題からゲイの問題に触れ, 

逸脱するセクシャリティの事例 としての大野一雄

にまで筆は及ぶ。

Ramsay Burt, The Male Dancer: Bodies, Spectacle, 

Sexualities, London: Routledge, 1995

ついに出たというか, ジェンダー論やクイア論

の盛んなアメリカの研究環境で出るべ くして出た

本。従来のフェミニズムの立場では, ダンスにお

ける身体はもっぱら男性の視線(male gaze)の

対象としての女性ダンサーの身体が問題 となって

いたが, 本書は男性ダンサーの身体を主題にした

ものである。女性ダンサーの身体が 「女 らしさ」

の体現を求められたように男性 ダンサーにとって

は 「男 らしさ」の体現が問題になる。西欧での

「男 らしさ」 は暴力的でマッチ ョなイメージがあ

る。 しか し実際の舞踊ではこのイメージが強調 さ

れることもあれば否定 されることもある。著者は
ニジンスキーからアメリカのモダンダンスやポス

トモダンダンス, そしてピナ ・バウシュを素材に

とって分析を進める(素 材 を西欧に限定し, 日本

の舞踏を排除したことについては, その位置づけ

が面倒であるとい う弁明をしている)。最後の章

は 「ポス ト男性」 と題 され, 最近の舞踊作品では

-86-



従来の男らしさの観念が解体されていることから, 

性についての新 しい考え方が生まれる可能性を示

唆 している。

Amy Koritz, Gendering Bodies/Performing Art:
Dance and Literature in Early Twentieth-Century 
British Culture, The University of Michigan Press, 
1995

世紀末 か ら1920年 頃 にかけての イギ リス にお け

るダ ンス と文学の関係 を探 る。 ダンス としてはロ

ン ドンの ミュージ ック ・ホールか らイサ ドラ ・ダ

ンカ ンそ してデ ィアギ レフの ロシア ・バ レエ など

が, 文 学者 としてはオスカー ・ワイル ド, イ ェイ

ツ, バ ーナー ド ・ショー, エ リオ ッ トなどが とり

上 げ られる。基本 的な視角 は, 最 近の この種の本

の例 に もれず, ジ ェ ンダーの問題 にあ る。

Gay Morns (ed.), Moving Words: Re-writing
dance, London: Routledge, 1996

近年 アメリカでは多様な視点か らの舞踊論が

次々と書かれている。本書はそれら新 しい舞踊論

の傾向を概観する論文集である。背景にあるのは, 

フェミニズム, ポス トコロニアリズム, 文化研究

などの流行である。本書で扱われているトピック

の例をあげれば, 舞台上の黒人男性の身体の表象, 

グラハムの作品における人権 とジェンダー,「 オ

リエ ンタル」 ダンスの歴史的再考などがある。寄

稿者は上で紹介 した Frahko, Thomas, Korilz など

のほか, Marcia Siegel や Stephanie Jordan, Susan

Manning, そ して日本人 Miwa Nagira など18名。

(尼ヶ崎 彬)

-87-



平成8年 度 舞踊学関係修士論文題目一覧

(以上, 平成9年7月31日 までにご回答いただいた該当論文を掲載 した。)
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